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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中油型乳剤を含む組成物であって、該水中油型乳剤が
a)水;
b)油;
c)アルコール;
d)ポリソルベート界面活性剤である、界面活性剤;および
e)陽イオンハロゲン含有化合物
を含む、組成物。
【請求項２】
　水中油型乳剤が
a)水;
b)油;
c)モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビタン(ツイーン20)およびモノオレイン酸ポリ
オキシエチレンソルビタン(ツイーン80)からなる群より選択される、界面活性剤;および
d)陽イオンハロゲン含有化合物
を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　油が植物油、魚油、香味油、水不溶性ビタミン、および鉱油からなる群より選択される
油を含む、請求項１または2記載の組成物。
【請求項４】
　植物油が大豆油、アボガド油、亜麻仁油、ココナツ油、綿実油、スクアレン油、オリー
ブ油、キャノーラ油、トウモロコシ油、菜種油、サフラワー油、およびヒマワリ油からな
る群より選択される、請求項1～3のいずれか一項記載の組成物。
【請求項５】
　水中油型乳剤が
a)約64容量％の油;
b)約8容量％のエタノール;および
c)モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビタン(ツイーン20)およびモノオレイン酸ポリ
オキシエチレンソルビタン(ツイーン80)からなる群より選択される、約5容量％の界面活
性剤; 
d)約1容量％の塩化セチルピリジニウム；及び
e)水
を含む、請求項1～4のいずれか一項記載の組成物。
【請求項６】
　組成物が水中油型乳剤の希釈液を含む、請求項1～5のいずれか一項記載の組成物。
【請求項７】
　希釈液が10％、1.0％または0.1％希釈液である、請求項1～6のいずれか一項記載の組成
物。
【請求項８】
　感染に対して保護するための医薬の製造における、請求項１～7のいずれか一項記載の
組成物の使用。
【請求項９】
　細菌病原体により引き起こされる疾患、ウイルス病原体により引き起こされる疾患、お
よび真菌病原体により引き起こされる疾患からなる群より選択される疾患の治療における
使用のための請求項１～7のいずれか一項記載の組成物。
【請求項１０】
　細菌病原体がグラム陰性菌である、請求項9記載の組成物。
【請求項１１】
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　グラム陰性菌がビブリオ（Vibrio）族の細菌菌、サルモネラ（Salmonella）属の細菌、
赤痢（Shigella）属の細菌、ナイセリア(Neisseria)属の細菌、およびシュードモナス（P
seudomonas）属の細菌からなる群より選択される、請求項9または10記載の組成物。
【請求項１２】
　細菌病原体がグラム陽性菌である、請求項9記載の組成物。
【請求項１３】
　グラム陽性菌がバシラス（Bacillus）族の細菌菌、ブドウ球菌（Staphylococcus）属の
細菌、クロストリジウム（Clostridium）属の細菌およびヘモフィルス(Haemophilus)属の
細菌からなる群より選択される、請求項9または12記載の組成物。
【請求項１４】
　医薬としての使用のための請求項１～7のいずれか一項記載の組成物。
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